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ボランティア報告・意見交換会の様子（7/14）
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ステーション Station
学生支援ステーション

2011年7月22日発行

　学生支援ステーションは，多種多様な学生の成長を支えることのできる学生支援機関として，従来の学生部学生生
活相談室，就職相談室，障害学生支援室を統合して発足しました。
　学内において，①学生の居場所の提供,  ②研究室,サークル,地域等既存のコミュニティの調整,  ③ＮＰＯや企業等学
内外のコミュニティへの窓口という3つの主機能を担っていきます。

★ こんな人は学生支援ステーションへ…
　　・なんとなく人付き合いがおっくう，カルト団体からの勧誘に困っている 等　 →　 学生生活相談ユニット へ
　　・エントリーシートの記入方法，面接の受け方と注意点を知りたい 等  　→　  進路相談ユニット へ
　　・障害学生への支援者の派遣，試験や課題における配慮の調整 等  　→　  障害学生支援ユニット へ
　　・静かな場所でのんびり過ごしたい，誰かに話を聞いてほしい 等  　→ 　 コミュニティスペース へ

Information
＊＊ 総合図書館にキャリア支援図書コーナー設置＊＊

学生支援ステーションとは？

　8月1日（月）より、総合図書館に「キャリア支援図書コーナー」が設置され
ます。それに伴い、現在、豊中学生センター・就職情報コーナー（学生交流
棟2階）で貸出しているキャリア関係参考書籍を総合図書館に移管し、集中
管理することになりました。詳細はこちら▼　
　　　　http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/career/support

＊＊ 学生支援ステーション
　　　　　　「年間活動報告書2010」発行 ＊＊

　学生支援ステーションの2010年度の活動が、「STATION REPORT 2010」と
して発行されました。私たちのこれまでの活動が分かりやすい形でまとまって
います。ぜひご覧になってください。本学ホームページの学生支援ステーショ
ン内からもご覧になれます。
　URL：http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/student/support_st

　学生支援ステーションは2010年1月から、個別の相談支援の点から、学生生活相談・進路相談・障害学生支援の
    　　　　　　　　　　　　　　　　　3つのユニットが連携して活動を行っており、Station Cafe を定期的に催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　催するなど、コミュニティの提供や各々の相談につなげる活動を試みて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。また、通期に渡る手話講習会や、社会活動に関心のある学生へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の機会提供として、震災ボランティア活動の報告・意見交換会や、昨年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　度まで文部科学省の支援で実施されてきた「市民社会におけるリーダー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　シップ養成支援」の後継プログラム（今年度は9/13-16）を開催するなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくつかの行事を準備しています。学生生活上の心配や悩みだけではな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く、大学生活をより充実させるきっかけ作りに、ぜひ学生支援ステーショ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンの活動をチェックしてみてください。



＊＊＊編集後記＊＊＊

　今月の学生支援ステーションニュースレター第13号

は学生生活相談員の筒井が担当いたしました。夏休み

を挟み、10月と11月も筒井が担当する予定です。安達相

談員から受け取ったバトンをしっかりと握ってこの夏と

秋を駆け抜けて行きたいと思います。

　ところで、7月12日（火）に大阪大学会館（旧イ号館）

学生生活相談ユニット 進路相談ユニット 障害学生支援ユニット

吹田地区

時間

曜日

電話

午後１時～５時(水は正午～４時)

木

(06) 6879
-7078

月・水・金

(06) 6850
-6651

豊中地区 吹田地区

時間

曜日

連
絡
先

正午～５時

E-mail ： 　shien@ch.wani.osaka-u.ac.jp

火・木

電話・FAX：
(06) 6879
-4762

月・水

電話・FAX：
 (06) 6850

-6107

金

電話・FAX：
(072) 730
-5089

豊中地区 箕面地区吹田地区

時間

曜日

電話

午後１時～５時

金

(06) 6879
-7078

月・火・木

(06) 6850
-5027

水 ※

(072) 730
-5089

豊中地区 箕面地区

備考 ※ 春季・夏季・授業休業期間は休み

何かあったら一人で悩まずに学生支援ステーションへ！
私たちは、いつでもみなさんのお越しをお待ちしています。また、様々なイベントを企画中です。お楽しみに。

アセンブリー・ホールにて、4回生と修士2回生のための

合同企業説明会が行われました。 まだまだ就職活動

真っ最中の方もおられるかと思います。今後も企業説明

会などのお知らせがあれば、どんどんしていきますので

ぜひご覧ください。　

　次号のStationは，10月28日発行予定です。

★ 進路(就職)相談ユニット：開室日時を臨時拡大中。詳細は上記 URL へ

開室時間・地区および連絡先  (予約不要・直接お越しください)　　http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/career/support

活動報告 ( 第2回 Station Café )

＊＊ イメージであそぶ
　～ファンタジー・グループ～ ＊＊
　去る6月27日（月）に、今年度のステーション・カフェ
第2弾として、ファンタジー・グループを行いました。
　ファンタジー・グループとは、一枚の大きな画用紙
に数名のグループでフィンガーペインテイングとカッ
ティング（切り絵）を行い、一つの作品を創作するもの
です。また、創作中は、決して話してはいけないので、
個人の意図的な思いはなかなか反映されず、様々な葛
藤や気持ちが生まれます。その中で出来上がった作品
は、個人の意思を離れたまったく想像もつかないよう
なものになるでしょう。グループのメンバー一人ひとり
の意思によって創作されたはずのものが、何か個人を
超えた大きなものにたゆたう中で生まれ出てくるとい
う感覚。
「個と全体」。このような感覚を味わえることが、ファ
ンタジーグループの醍醐味と言えるかもしれません。
もちろんどのような体験をしたかは参加者それぞれ異
なるでしょう。しかし、その異なった体験から何か一
つの作品が浮かび上がってくるということが 不思議で
面白いと言えるのではないでしょうか。ここには私た 皆で「から・フル」とタイトルをつけました

ちが人と接していく上で、何かしらの知恵が詰ってい
るように思えて仕方がありません。
　前置きはさておき、当日は、学生支援コミュニティ
スペース（学生交流棟２階）に7人のメンバーが集まり
ました。実際の創作と出来上がった作品を鑑賞しな
がらの話し合いも含め、長い午後になりましたが、
参加者それぞれに意義深い体験ができたのではな
いでしょうか。見守り手である私にとっても、先程述
べたような「個と全体」というものに触れたような
気がして、大変感慨深い体験となりました。
　今後も全身で感じるステーション・カフェを創って
いけたらと思っております。参加をお待ちしておりま
す。
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